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には，定期的に運動を行いつつ，食生活を改善する必要がある [2, 3, 4]．そのようなこと
から，健康改善を促進するためにサービスの提供を行う，ITを活用した様々な健康支援























































































































































































































































































































































































































常の K-means法を用いてN 個の生体データをK個のクラスタ C1,...,CK に分類する（図
3.3(b)）．
3.2.4 判定部












n1 = 11n2 = 9n3  = 7n4 = 16n5 = 17
(c) 各クラスタ内のデータ個数を計算C3 C4 C5
C1
C2










































































































































認する実験 (実験 1)，「提案 (S2)：獲得頻度の調整」手法の有効性を確認するため，従来手
法と提案手法のデータ獲得率の違いと，ノード数辺りのデータ獲得数の変化を計測する実
















• K = 3 (経験的に設定)









































データ獲得率 =データ獲得数 / (設定獲得頻度 ×計測時間) × 100 [%]
データ獲得頻度 = 1秒あたりのデータ獲得数 [回/秒]




































獲得頻度 [回/秒] 全ノードの平均 注目ノード 他ノードの平均
データ獲得率 [%]
1 99.6 100 100
1.25 88.3 100 100
1.67 65.7 100 100
2.5 50.3 100 100
5 6.7 38.2 100
獲得間隔のゆらぎ [ms/T]
1 11.6 8.2 11.3
1.25 5.2 10.5 10.3
1.67 4.7 2.3 6.9
2.5 12.1 14 9.7










































データ獲得率 =データ獲得数 / (設定獲得頻度 ×計測時間) × 100 [%]
データ獲得頻度 = 1秒あたりのデータ獲得数 [回/秒]
また，実験パラメータは以下の通りである．
• クラスタリングの対象となる環境データ：気温，湿度，照度，気圧，加速度
• K = 5 (経験的に設定)













































1 2 3 4 5 6 7 8ノード数
平均データ
獲得率 [%]
1[回/秒] 1.25[回/秒] 1.67[回/秒] 2.5[回/秒] 5[回/秒] 10[回/秒]























図 5.5:低獲得頻度に固定した場合の各ノードのデータ獲得数 (シナリオ 2)
表 5.2:実験シナリオごとのデータ獲得率と異常発生時のデータ獲得数
実験結果 データ獲得率 異常発生時のデータ獲得数
シナリオ 2：低獲得頻度（従来手法） ○ (平均 106.7%) × (平均 2データ/10秒)
シナリオ 3：高獲得頻度（従来手法） × (平均 41.4% ) △ (平均 20.7データ/10秒)
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